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住民アンケート調査結果  

(1)調査概要  

町民等の行動特性や公共交通の利用状況及びニーズを把握することを目的に住民アン 

ケート調査を実施しました。 

  

 

表 1  住民アンケート調査 概要  

調査概要 

町民の行動特性や公共交通（鉄道、デマンド交通、タクシー）や自家用車の

利用状況及び公共交通の利用ニーズ等を調査し、町内の公共交通の利用等に

関する現状・課題を把握し、施策の検討や改善等のための基礎資料としての

活用を目的とする。 

調査期間 2022 年 9 月 9 日（金）～9 月 30 日（金） 

実施方法 

■ 町内全域で 1,000 世帯を対象に郵送配布・郵送回収により実施した。 

■ 各世帯には１通の調査票を配布した。 

■ 回収率向上のため、用紙に QR コードを記載し、紙回答と WEB 回答の併

用とした。 

回収数 520 票（紙媒体：445 票、web 回答：75 票）／1,000 票（52%） 
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(2)回答者属性 

回答者は、女性がやや多く、日常的に運転をする方は 75％を占めています。 

 

 

【性別】 

 

【年齢】 

 

【居住地域】 

 

【運転免許証の保有状況】 

 

【職業】 

図 1 回答者の属性  
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(3)移動手段 

利用する移動手段はどの目的においても、自分が運転する自家用車の割合がひときわ

高くなっています。 

 

 

図 2 買い物に行くとき・帰るときの移動手段（複数回答） 

 

 

図 3 医療機関に行くとき・帰るときの移動手段（複数回答） 
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図 4 通勤・通学先に行くとき・帰るときの移動手段（複数回答） 

 

 

図 5 私用のお出かけに行くとき・帰るときの移動手段（複数回答） 
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(4)買い物及び通院で利用する施設 

よく利用される施設は買い物・医療機関ともに野木駅周辺の施設での利用が多く、町

外の施設としては、古河駅及び間々田駅等の周辺施設への利用が見られます。 

 

 

買い物施設 上位 10 ヶ所 

No. 買い物施設 回答数 

1 ヤオコー(野木店) 183 

2 オータニ(野木店) 48 

3 
ヤオコー 

(古河松並店) 
22 

4 エコス(野木店) 19 

5 
ベルク 

（ﾌｫﾙﾃ間々田店) 
11 

6 イオン(古河店) 10 

7 
ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱｸﾗﾓﾁ 

(野木店) 
9 

8 
かましん 

(間々田店) 
6 

9 
クスリノアオキ

(丸林店) 
6 

10 
ｽｰﾊﾟｰｾﾝﾀｰﾄﾗｲｱﾙ

(間々田店) 
6 

※所在不明な施設は除く 

 

医療期間 上位 10 ヶ所 

No. 医療機関 回答数 

1 野木病院 74 

2 いなば内科ｸﾘﾆｯｸ 48 

3 鹿野ｸﾘﾆｯｸ 43 

4 友愛記念病院 26 

5 木村医院 23 

6 光南病院 21 

7 岩崎医院 11 

8 古河赤十字病院 11 

9 つる眼科ｸﾘﾆｯｸ 9 

10 
自治医科大学 

附属病院 
8 

※所在不明な場所は除く 

図 6 目的別の利用される施設（上位 10 ヶ所） 
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(5)通勤・通学先 

通勤・通学先は町外が多く、78%を占めています。特に、近隣市町への移動や茨城県

や東京都への県を跨いだ移動も多くみられます。 

 

 

 

友沼※１：友沼(本新田/角新田/下影/上羽ケ田/中古屋/友下/友西) 

友沼※２：友沼(松原 1～3･4 東･4 西/新橋西 1～3/卯ノ木 1～2/ﾌﾞﾙｰﾐﾝｸﾞｶﾞｰﾃﾞﾝ) 

丸林※３：(線路 JR 宇都宮線東側) 

丸林※４：(線路 JR 宇都宮線西側) 

図 7 通勤・通学に関する町内外の移動  
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(6)移動の時間帯 

移動時間は買い物・医療機関では、行き・帰りともに 12 時以前の割合が高く、通勤・

通学や私用では、帰りの移動時間帯は午後の時間帯に分散しています。 

 

  

  

図 8 目的別の移動時間帯  

買い物 医療機関 

通勤・通学 私用 
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(7)鉄道の利用状況 

鉄道を週 1 日以上利用する割合は約 2 割にとどまり、利用目的はレジャーの割合が

最も高く、通勤・通学での利用はあわせて 15％です。利用の際は駅まで徒歩で移動する

割合が 61％と最も高くなっています。 

 

 

図 9 鉄道の利用頻度 

 

 

 

図 10 鉄道の利用目的（複数回答） 

 

 

 

図 11 鉄道駅までの移動手段（複数回答）  
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(8)デマンド交通「キラ輪
りん

号」の利用状況 

「キラ輪
りん

号」は「利用登録をしていない」割合が約 9 割で、利用している割合は 3％

にとどまります。 

 

図 12 「キラ輪
りん

号」の利用状況 

 

(9)その他自由意見 

その他自由意見では「キラ輪
りん

号」に関する要望が最も多く挙げられた。「キラ輪
りん

号」の

運行に関する主な意見・要望としては「エリアを広げてほしい」や「予約制の不便」「運

行便数を増やしてほしい」などが挙げられます。 

 

 

（抜粋：デマンド交通「キラ輪号」に関する主な意見・要望） 

 

図 13 自由意見 

9



 

現況と課題の整理 

町の現況や住民アンケート調査の結果を踏まえ、町の公共交通に係る課題を整理しま

した。 

なお、デマンド交通アンケート調査や事業者ヒアリングについても引き続き調査結果

の整理及び検討を行います。 
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住民アンケート調査チラシ 
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住民アンケート調査票 
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